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環境監査報告書 

 
ＬＡＳ－Ｅ共通実施項目の監査結果について、以下のとおり報告いたします。 

 

 

１．日時 

平成２８年２月１６日（火）～１７日（水） 

 

２．監査対象 

本庁舎 ９  実行部門 

市民利用施設 ９  実行部門 

保育施設 ３  実行部門 

教育施設 ６  実行部門 

指定管理施設  実行部門 

  

計 ２７実行部門および推進委員会 

   

 

３．ＬＡＳ－Ｅ監査内容 

共通実施項目監査 

第 1 ステージ No.1～No.11，No.13～No.22，No.24～No.29 



総合所見 

今回から、新しい LAS-E 規格の監査手法に準拠した監査を実施しました。第１ステージ

第３ステップの取組をベースとしながらも、より発展的な取組を確認するため、重点的な

監査項目を取り決めて監査を実施しました。町民監査員の引き続き熱心で適切な監査と、

役場職員の皆様の手厚いご協力により有効な監査を実施することができました。 

全体としては、第１ステージ第３ステップの取組はよく実施され、創意工夫や地域的な

広がりを持つ秀逸な取組（◎）が 15 項目ありました。 

一方、改善が必要と思われる取組としては、教育・研修の実施があげられます。独自の

資料を作るなどしてよく実施されていた部門もありましたが、全体的に今ひとつと感じら

れるところがありました。 

今後は、特に今回実施した調査票や重点監査項目に関わる取組の検討などを課内でよく

周知していただくことを要望いたします。 

 

１．役場全体及び各課のマネジメント 

役場全体のマネジメントは、事務局が各係に新しい様式の事前書面調査を実施し、業務

の状況や環境への負荷、地域環境との関わりなどを捉えようとされていること等、前向き

なマネジメントが行われていることを確認しました。 

調査票は、概ね各担当の業務と環境との関わりを捉えていましたが、初めて新しい様式

にしたこともあり、業務量や使用しているエネルギー、資源（燃料や用紙類など）の定量

化など、今後の充実が期待されます。 

 

２．役場全体及び各課のアクション 

役場全体の取組は、町長のリーダーシップにより、引き続き太陽光発電の設置などエネ

ルギーの地産地消に力を入れた取組が行われていました。 

各課のアクションについては、今回の重点監査項目の監査結果は以下の通りです。 

重点監査項目１：本来業務（仕事の改善など）における省エネ･省資源 

環境への負荷が大きい事務・業務の改善（効率化など）は行革にもつながる重要項目で

す。総務課で連絡にメールを活用していることや、企画課で広報の発行部数や頁数などに

注意を向けているなどのよい取組もありましたが、まだこうしたことの認識や取組はこれ

からと感じられました。事業所や家庭における IT 化の進展やマイナンバー制度の導入など

の社会的な変化もあり、これらに対応した取組が期待されます。 

重点監査項目２：地域の環境保全 

第 2 ステージに相当する内容ですが、藤崎小学校では総合学習などで充実した環境教育

が行われ、子どもセンターでは子どもや保護者へ環境学習を実施していました。図書館で

も環境コーナーの常設や環境関連図書の読み聞かせなど充実した取組が行われていまし

た。 



調査票では、業務と地域環境との関わりを捉えているものもあったことから、それらが

アクションにつながることが期待されます。 

 

３．ガバナンス 

住民等とのコミュニケーションについては、役場全体（事務局）及び各課とも概ね良好

に公表、周知、啓発などが行われておりました。今後、住民等とのコミュニケーションを

一層高めていくことが期待されます。 

 

 

＜秀逸な取組＞ 

 

 

＜改善が必要な取組＞ 

 

 

 

 



参考－共通実施項目評価結果(第 1 ステージ) 

 

＊実施率は、27 部署に対する実施率で算出しています 


